
にんしんSOSかごしまは、思いがけない妊娠や産むこと・育てることで悩んでいる⼈たちの相談窓⼝�
にんしんの「こまった」に寄り添い、⼈をつなぎ、関係をつむぐ

 にんしんSOSかごしまも３年⽬を迎え2023年1⽉から
LINE相談が開始しました。 
 相談者の半数以上は、10代後半から20代前半の⼥性。�
この年代の主なコミュニケーションツールは、SNSの
ダイレクトメールやLINEが主流だといわれます。
 相談者が使いやすい通信⼿段が増えることは、相談の
ハードルが下がることにつながり、実際にLINEでの
相談件数も増えてきています。
� LINEは会話をしているようなテンポでやり取りができ、
情報のリンクも簡単に送れ、既読の確認もできるので、
相談員としても情報がしっかりと届く安⼼感もあります。
� LINE相談もメール相談と同様、毎⽇受付24時間以内に返
信しています。

LINE相談が始まりました！

にんしんSOSかごしま
ninshin-sos-kagoshima Vo.3�2023.10

県内の助産院との連携
 ⿅児島市内の事務所から遠い場所での緊急相談や⼀時的な居場所⽀援を
必要とする場合に、相談者の現在地と距離的に近い助産所・開業助産師で
⽀援ができるように連携を開始しました。主に対⾯相談や、妊娠検査薬の実
施などを⾏います。
 にんしんSOSかごしまにご相談いただければ連携する助産所を紹介しま
す。⼀時的な居場所としても利⽤できる施設もあり、相談後の⽀援まで
にんしんSOSかごしまは⾏っていますので、ご安⼼ください。
 ⾏政からのお問い合わせは、事務所の携帯番号（070-4355-9854）に
ご連絡ください。

この事業は⽇本財団の助成を受けて活動しています

『twitter』『Instagram』 『ホームページ』

電話での相談
０５０-３１８３-８８０７
⽉・⽔ １５:００∼１９：００
  ⼟ １３:００∼２０：００

メールでの相談
２４時間対応、

２４時間以内に返信
メールフォームは↓下記から

JR⿅児島中央駅から徒歩5分
ナポリ通りに⾯するNAGAYATOWERの⼀室に、
にんしんSOSかごしまの事務所＆居場所「roomちこ」を
開設しています。
＊住居がない妊婦さんが⼀時的に宿泊できます。



2022.4�∼2023.3

���国際ソロプチミスト⿅児島-川内より、
にんしんSOSかごしまに寄付をいただきました。
���令和5年7⽉6⽇に授与式が執り⾏われ、
「⼥性や⼦どものための活動をしている団体に使って
ほしい」という思いを寄付⾦とともに託されました。
���今後、「思いがけない妊娠に悩む⼥性」や、「性教育が⾏き届か
ない場所にいる⽅への予防教育」に使わせていただきます。

相談⼿段

国際ソロプチミスト⿅児島-川内�より寄付をいただきました

相談の実績

⿅児島県議が居場所「ちこ」の視察に訪れました

���3⼈の県議が、room「ちこ」の⾒学に訪れました。ちこの様⼦や
にんしんSOSかごしまの取り組み、これまでの実績、相談から⾒える
社会課題など、活発な意⾒交換を⾏いました。
 ⼥性のセーフティーネットの構築や暮らしが良くなる施策などに
は、県⺠や政治家の⽅々の理解や協⼒が⽋かせません。今後も連携、
意⾒交換などを⾏っていきます。

2022年度からの相談件数は全相談件数94�件
メール相談をきっかけに対⾯になった相談2件 
関連機関(⾏政・医療機関)に紹介3件  
関連機関からの相談・問い合わせ6件
※「roomちこ」を居場所としての利⽤はありませんでしたが、
市町村⾏政からの問い合わせは3件ありました。

�フレンズFM７６２「イブニングレディオ」“コドモノミライ”
�SOS相談員が出演し、妊娠や⼦育て、性教育、ぜひ知ってほしい情報をお届けします。
「妊娠や出産で困った時には“いつもちかくに”私たちがいるよ！」
�そんな思いで発信しています。
�毎⽉第⼀⽊曜・⼣⽅6時半から約15分間。お聴きください。

相談内容

相談年齢


